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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 






  本論文の構成は大きく第 1 部と第 2 部からなり、各々は 2 章構成で、全 4 章の章立てとなってい
る。第 1 部は説教を包み込む外側のコンテクストの解明、第 2 部は説教の語りの分析であり、説教
という語りを外と内の双方から照らし出すという方法をとっている。 

























  第 2 部は、冒頭でも述べたとおり説教内容の個別分析である。説教師は連続説教において、その
日ごとにじつに多様なテーマを取り上げていた。著者はその中から「家族と性」、「都市と平和」とい
う二つの主題を取り上げている。 





































  中世末期の社会において「平和」pax は豊かな意味のふくらみをもつ概念である。中世末期社会に
おける「平和」は、説教師の説くキリスト教的隣人愛の枠に入りきらない広がりをもっている。君主
鑑が説くような君主が追求すべき「平和」の義務、都市民衆が都市貴族支配層に順守を義務付けた「平
和」、これらと説教師の「平和」はどう関わるのか。説教師の「平和」をそうした広いコンテクスト
の中で捉えなおすことが、今後の課題として残されている。 
  本論文が扱った説教師争奪戦、大きな語りとしての連続説教、家族と性、平和説教は、近年進展が
著しい説教研究の中でも未開拓な分野として残されていたものである。本論文は従来の研究の盲点を
突き、空白を埋める貴重な労作といえる。上に指摘した問題点は、問題点というより、本研究の結果
浮き上がってきた新しい研究の始点というべきである。今後の著者にはこれらの論点をさらに深める
ことが期待される。 
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
